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滑走路雪氷は冬季の航空機運航における最大の問題

滑走路面状態を正確に把握できないことによる航空機の遅延・欠航および

オーバーラン・スタック事故等が冬季の航空機運航における最大の問題である。

課題解決に向け、滑走路面の雪氷状態（雪厚・雪質）をリアルタイムかつ正確

にセンシング・同定する滑走路雪氷モニタリングシステムを構築

本研究では滑走路雪氷モニタリングシステムの実現に必要な3つの要素技術

（雪モデル、雪氷モニタリングセンサ、雪氷状態同定アルゴリズム）を開発した。

雪氷状態同定アルゴリズム開発

今後について
本研究により完成した3つの要素技術によりセンサーシステムを開発、北陸地域および北海道地域の空港での実証試験を2020-2022年度に実施し、将来

的には空港での実用化を目指す。本システムは空港のみならず、積雪路面が問題となる鉄道管理・道路管理など幅広い分野へのスピンオフも期待される。

雪モデル構築 雪氷モニタリングセンサ開発

雪氷状態同定アルゴリズムの改良による
雪質・雪厚同定性能の向上

雪質同定アルゴリズム

雪質を段階的に絞り込むアルゴリズムに改良を施したことで、雪質の同定性能が向上した。

雪厚を段階的に絞り込むアルゴリズムを引き続き改良する。

光散乱数値シミュレーションコードが完成 雪質・雪厚同定用の雪氷モニタリングセンサを開発

雪質・雪厚の推定に効果が期待される波長を複数種類選出し、波長の異な

るレーザーを複数搭載した雪氷モニタリングセンサを開発した。

原理検証実験として、雪質（体積含水率や粒径等）・雪厚を変化させた雪の

光散乱画像を取得し、雪の特性変化に対する光散乱画像の変化を捉えた。
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滑走路雪氷モニタリングセンサ

センサの仕組み 原理検証実験（例）

雪の粒径
大小

大小
雪の体積含水率

センサのウィンドウガラスを考慮することで、実験と遜色ない後方光散乱強

度分布を光散乱数値シミュレーションによって得ることができた。

水分の多い濡れ雪についてもモデル化を行いシミュレーションが可能であ

ることを示した。
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雪厚範囲 [mm] 5-50 5-50
雪質[種類] 5 5

雪厚平均誤差 [mm] 4.5 7.8
雪質正解率 [%] 84 90

同定性能の比較

性能向上

濡れ雪のモデル化と光散乱数値シミュレーション

レーザー
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※参考目標値：雪厚平均誤差 10mm以下,雪質正解率 80%以上


